
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ビジターセンター＆毒ガス資料館 

 

毒ガス研究室跡 

火力発電所跡 

 

第一桟橋前 

ビジターセンターでは大久野島の自然について学ぶ

ことができます。毒ガス資料館では、大久野島が戦

時中、なぜ地図から消されたのかなど、凄絶な島の

戦史を学ぶことができます。建物の周りには約５０

羽のウサギが生息し、人々に愛嬌を振りまいていま

す。 

第２桟橋を少し行くと、道が

２股に分かれます。自転車と

歩きの方は海沿いの遊歩道を

お進みください。横に大三島

を眺めつつ潮騒を聞いて、の

んびりとした時間の流れをお

楽しみください。初夏にはキ

ョウチクトウが可憐な赤い

(白もあります)花を咲かせ、目

を楽しませてくれます。  

戦時中、ここで様々な毒ガスの研究が行われてきま

した。今では、建物以外、その面影を偲ぶものはあ

りません。建物の側には桜やアジサイが植えられ、

季節ごとに可憐な花を咲かせて見る人の心を癒して 

大久野島に残る最も大きい史

跡です。戦時中は、本土から

の電力とここの発電で島内の

電力をまかなっていました。

未だにしっかりとした建物の

造りから、いかにここが重要

な施設であったかが覗えま

す。 

くれます。そのままヤシの木

沿いの道を進めば、ゴールの

本館前にてウサギたちが到 

着をお待ち 

しています。 

遊歩道分岐点 

実をたわわにつけて子供たちを喜ばせます。 

第一桟橋は大久野島の釣りの

好ポイントの１つです。メバ

ル、カサゴ、アオリイカにスズ

キなど、多種のそれも大物が釣

れるとあって、多くの釣り客が

訪れます。もちろんタコも釣れ

ます。桟橋の前にはヤマモモの

木があり、初夏には甘酸っぱい



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本館前広場 

ネイチャーステーション 

長浦毒ガス貯蔵庫跡 
北部砲台跡 

 

北部外周道路 

本館正面広場よりスタートです。広場ではたくさん

のウサギ達がお出迎え。ここには約７０羽のウサギ

達が生息しています。時期によっては、子ウサギの

姿も見られるかも知れません。 

ネイチャーステーションは、ＧＷや夏休みに釣り具

レンタル、貸自転車を行っています。また、その横

にはプールもあり、夏休みには家族連れで賑わいま

す。目の前の海は釣りの好ポイントです。 

大久野島の戦史を今に残す史跡の一つです。戦後、

米軍によって焼き払われた際の黒い焦げ跡が、今も

内部の壁に残っています。 

崖沿いのくねくねとした道が続きます。木々をよく

見ると、アケビ、ビワ、カキ(渋)など、食べられる

物も見つけることができます。４月にはコバノミツ

バツツジが紫色の花を咲かせて春の 

●距離…約４㎞  
●所要時間…約５０分  
●解説地点…１０ヶ所 

日露戦争時代からの戦史を今に残す大久野島の史跡

の一つです。当時は大砲が設置され、常に海からの

敵襲に備えていました。今ではその当時兵士が見て

いたであろう海を望むのみとなっています。 

の訪れを告

げます。 


